
「ロ ダンに捧 ぐ」 をめ ぐる小 論

賀川恭子

　 19世 紀 フ ラ ンス を代 表 す る 彫 刻 家 オー ギ ュ ス

ト ・ロ ダ ンは、1917年11月17日 、パ リ南 西 に あ る

ム ー ドンの地 で 亡 くな った。2017年 は ロダ ン没 後

100年 にあ た り、 フラ ンス 国立 造幣 局 は4種 類 の記

念硬 貨 を発行 した。10ユ ー ロ銀貨 、100ユ ー ロ銀貨 、

2ユ ー ロ記 念硬 貨2種 類。 い ずれ も裏 面 に は ロダ ン

の横 顔 と 《考 え る 人 》 が刻 印 され て い る1）。 この

よ うに ロ ダ ンは フ ラ ンス を代 表 す る芸術 家 の ひ と

りと して 位置 づ け られて い る。

　 遡 る こ と50年 。 ロ ダ ン没 後50年 にあ た る1967年

に は 「ロ ダ ンに捧 ぐ」 と題 され た5点 の版 画 が 発

表 され た。2006年 に姫 路市 立 美 術館 と福 井市 美 術

館 で 開 催 さ れ た 「ロ ダ ン の系 譜 」 展 で は、序 章

「ロ ダ ンへ の讃 歌」 の なか で この5点 が取 り上 げ ら

れ、 こ れ らの版 画 が1967年 にパ リの ルシー ・ワ イ

ユ 画 廊 で 開催 され た 「ヘ ン リー ・ム ア、ザ ツ キ ン、

ア ダム、 クーチ ュ リエ、 ラルデ ラら に よる ロ ダ ン

へ の 讃歌 」 展 で展 示 され た との 説明 が記 され た2）。

この版 画 の 国内 で の所 蔵 は複 数 あ る ものの 、 これ

まで 当 館 で展 示 す る機 会 は多 くな か っ た3）。 そ の

た め、 この節 目の年 にあ た り、作 品 の成 立背 景 の

検証 、考 察 をお こない たい。

1.「 ロダ ンに捧 ぐ」

　 「ロ ダ ンに捧 ぐ」 を手 が け たの は5人 の彫 刻 家 で

あ る ：イ ギ リス の 彫 刻 家 ヘ ン リー ・ム ア （1898
－1986）

、 ロ シ ア 出 身 でパ リを拠 点 に活 躍 した彫

刻 家 オ シ ップ ・ザ ツ キ ン （1890－1967）、 イ タ リ

ア の 彫 刻 家 ベ ル ト ・ラ ル デ ラ （1911－1989）、 フ

ラ ンス の彫 刻 家 ロ ベ ー ル ・クー チ ュ リエ （1905－

2008）、 同 じく フラ ンス の彫 刻家 ア ン リ＝ジ ョル ジ

ュ ・ア ダム （1904－1967） 。5人 とも当 時評 価 の確

立 して い た 彫 刻 家 だ っ た。1967年8月27日 に没 し

た ア ダム、 同年11月25日 に没 したザ ツキ ンに とっ

て、 この版 画 は最 晩年 の作 品 の ひ とつ となる。

　 以下 、作 品 の詳 細 を確認 す る。

　ヘ ン リー ・ムア 《ロ ダ ンに 捧 ぐ》（fig.1）の 画面

下部 中 央 には 「Homage to Rodin」 と英 語 での記 載

があ り、右 下 に は「Moore」の署 名 、左下 には「19／120」

の番 号 が あ る。 版 画 にあ らわ され て い るの は8つ

の 〈横 た わ る人体 〉。 〈横 たわ る 人体 〉 はム ー ア作

品 に頻 繁 に登 場 す る モチ ー フで あ る4）。 この 版 画

で は軽 や か な輪 郭 線 で描 かれ た8つ の 人体 が、 青

色 と黄 色 の線 で塗 られ て い る。 いず れ も上体 を起

こ して 、頭 を持 ち上 げ、膝 を立 てて い る。 高橋 幸

次 氏が 指摘 す る よ うに、 ム アは ロ ダンか ら多 くの

影響 を受 けて 、 自 らの彫刻 を築 く上 に利 用 してい

た5）。若 い頃 に ロ ダ ン風 の作 品 （老 人 の 人物 像 と

赤 ん坊 の頭 部） を制 作 した こ ともあ った ムア だが 、

ロダ ンか ら適度 な距 離 を とって制作 活動 を行 って

い た。1970年 に ム アは 次の ような発 言 を して い る。

「ロ ダ ンは ミケ ラ ンジ ェ ロ に実 に多 くを負 っ てい

る。 だ が、 ご承 知 の よ うに、何 か を はな はだ し く

好 きにな って い る と、 それ に反 抗 して 反対 の立 場

を取 る ように考 え るか も しれ ない。 しか し内面 で

は それ か ら逃 げ られ ない。 これが 、 ロ ダンに 関 し

て私 に起 こっ た こ となので す。 徐 々 に私 は分 か り

始 め ま した。例 え ば、 黒人 彫刻 の ような もの 、そ

れ は簡 略化 した制作 プ ログ ラム を与 えて くれ ます

が 、そ うい っ た、 人が利 用 した りそれ に影 響 され

た りす るか も しれ な い多 くの ものは、 ロダ ン と比

べ られ る もの です 。 で も、概 して安易 過 ぎる、 と。

そ れで 時 間が経 つ と、私 の ロ ダン賛美 は ます ます

大 き くな った ので す」
6）

。

　ロ ダン同様 、若 い 頃 ロ ダ ンに傾倒 してい た オシ

ップ ・ザ ツ キ ンは、 その 後 、 ピカ ソ ら との交 流 を

fig.1

ヘ ン リー ・ム ア 《ロ ダ ン に捧 ぐ》1966年 、 リ

トグ ラ フ 、29.5×24.0cm、 石 橋 財 団 ブ リヂ ス

トン美 術 館
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通 じて キ ュ ビスム の彫 刻 を制作 す る こ とに な った。

ザ ツキ ン 《ロ ダンに捧 ぐ》 （fig.2）の画面 下 部中央

に は 「Hommage a Rodin」 とフ ラ ンス語 での 記載

が あ り、 右下 に は 「O.Zadkine」 の 署名 、左 下 に

は 「19／120」の 番号 が あ る。 版 画 に は二 人 の 人物

が 描 か れ てい る。右 側 の人 物 は赤 色 の輪郭 線 で縁

取 られ て、 黄色 と青 色 で彩 られて い る。両 手 を合

わせ て 両足 を揃 え た この人 物 は、 い さ さか従 順 な

雰 囲 気 を示 して い る。 この 人物 に腕 を まわす もう

一 人 の 人物 は、 黒色 と青 色 で あ らわ され 、赤 い 目

を見 開 き、 赤い 舌 を出 して お り、 支配 的 な位 置 に

立 つ ように見 え る。

　 ベ ル ト・ラルデ ラ 《ロダ ンに捧 ぐ》（fig.3）には 円、

台 形 、 扇形 とい っ た幾何 学 的 な形態 が あ らわ され

てい る。 画面右 下 には 「Lardera」 の署 名、左 下 に

は 「19／120」の番 号 が 記 され てい る。 イ タ リア生

まれ の ラルデ ラ は、1947年 にパ リに移 住 し、1989

年 に亡 くな る まで 同地 に住 み つ づ け た7）。 屋外 彫

刻 も手 が け てお り、1967年 の モ ン トリオー ル万 国

博 覧会 で は フラ ンス館正 面 に彫 刻作 品 《イル＝ド＝

フラ ンス》 が設 置 され た。 垂 直 と水平 方 向 の鉄板

を組 み合 わせ た 「2次元 的彫 刻」 と同 じ構城 要素が 、

この版 画 に も認 め られ る。 青 色 と黒色 の 無機 質 な

色合 い、形 態 の輪郭 線 の ギザ ギザ した様 子 は、彼

が用 い る金属板 を想 起 させ る。

　 ロベ ー ル ・クー チ ュ リエ は 人体 を題 材 と した彫

刻作 品 を制 作 した ことで知 られ る。建 築 家 ジ ョセ

フ ・ベ ルモ ンの 設 計 した在 日フ ラ ンス大使 館 旧 庁

舎 （1957年建 築 ）入 口に も、 クー チ ュ リエ の レ リ

ー フ 《芸術 》《田園生 活》 が設 置 されて いた。 クー

チ ュ リエ 《ロダ ンに捧 ぐ》 （fig.4）の 画面 下部 中 央

に は 「Hommage a Rodin」 とフ ラ ンス語 での記 載

があ り、右 下 に は 「Couturier」 の 署名 、左 下 に は

「19／120」の番 号が あ る。 この版 画 で は左 方 向 を 向

く人物 （お そ ら くは男 性 ） の横 顔 と左 耳 が大 き く

描 かれ て い る。向 き合 う対 象 も人物 なの だ ろ うか 。

唇 の よ うなか た ちが あ らわ され てい るが 、 その か

た ちが意 味す る ところは曖 昧 であ る。

　 ア ン リ＝ジ ョル ジ ュ ・ア ダ ム 《ロ ダ ン に捧 ぐ》

（fig.5）の画 面 下部 中央 には 「Hommage a Rodin」

とフ ラ ンス 語 での 記載 が あ り、右 下 には 「Adam」

の署 名 、左 下 に は 「19／120」の番 号 が あ る。 人物

彫刻 か ら出発 して よ り抽 象 的で 有機 的 な形 態 に 向

か った ア ダム に よ る作 品 は 、5点 の 版画 の 中 で も、

ロダ ン礼 讃 とい う意味 合 い を もっ と も直接 的 に示

してい る。ふ たつ の右 手 が合 わ さっ たロ ダ ン晩年

の彫刻 《カテ ドラル》 （fig.6）が 画面 中央 に描 きこ

まれ、周 囲 の色 帯 に も手 のモ チ ー フが繰 りか え さ

れ、帯 の左 下部 分 に は 「HOMMAGE A RODIN LA 

CATHEDRALE」 の文 字 が 認 め られ る。 帯 の左 中

央 には 「BALZAC」 の 文 字が あ り、そ の下 に はバ

ルザ ック ら しき人物 が 、横顔 の男 性 と向 き合 って

いる （fig.7）。 この横 顔 の男性 は《青銅 時代 》（fig.8）

や 《考 える 人》（fig.9）を彷彿 と させ る。

fig.2

オ シ ッ プ ・ザ ツ キ ン 《ロ ダ ンに捧 ぐ》1967年 、

リ トグ ラ フ 、60.2×36.0cm、 石 橋 財 団 ブ リヂ

ス トン美 術 館

fig.3

ベ ル ト ・ラ ル デ ラ 《ロ ダ ンに捧 ぐ》1967年 、

ア イ ア ン ・エ ン グ レ ー ヴ ィ ン グ、62.3×

49.0cm、 石 橋 財 団 ブ リヂ ス トン 美 術 館

C ADAGP, Paris＆JASPAR, Tokyo, 2018

C1989
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fig.4

ロ ベ ー ル ・ク ー チ ュ リエ 《ロ ダ ン に捧 ぐ》1967年 、

エ ッチ ン グ 、59.0×47.8cm、 石 橋 財 団 ブ リヂ ス ト ン

美 術 館

CADAGP, Paris＆JASPAR, Tokyo, 2018

C1989

fig.5

ア ン リ＝ジ ョ ル ジ ュ ・ア ダ ム 《ロ ダ ンに 捧 ぐ》1967年 、

ラ イ ン ・エ ン グ レー ヴ ィ ン グ 、53.0×39.3cm、 石 橋

財 団 ブ リヂ ス トン美 術館

fig.6

オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《カテ ドラル 》1908年

（1925年 鋳 造 ） ブ ロ ン ズ 、62.2×27.3×29.8cm、

フ ィラ デ ル フ ィア 美 術 館

Auguste Rodin, The Cathedral, modeled 

1908; cast 1925, bronze, 62.2×27.3×29.8 

cm, Philadelphia Museum of Art, Bequest of 

Jules E. Mastbaum, 1929, F1929-7-40, www.

philamuseum.org

fig.7

オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《バ ルザ ッ クの 頭 部 》

1898年 （1925年 鋳 造 ） ブ ロ ン ズ 、50.8×41.9

×38.7cm、 フ ィラ デ ル フ ィア 美 術 館

Auguste Rodin, Colossal Head of Balzac, 

modeled 1898; cast 1925, bronze, 50.8×41.9×

38.7cm, Philadelphia Museum of Art, Bequest 

of Jules E. Mastbaum, 1929, F1929-7-1, www.

philamuseum.org
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　 当 館 所 蔵 作 品 の エ デ ィ シ ョ ン番 号 が す べ て

「19／120」と なっ てい るこ とか ら、5点 が 同 じセ ッ

トに含 まれ る こ とが わ か る。 これ らの 版 画 は書

籍 に付 随 してい た。 美術 批評 家 イオ ネル ・ジア ヌ

（1905－1993） と ロ ダ ン美 術 館 館 長 セ シル ・ゴ ー

ル ドシデ ル （1902－1988） が1967年 に刊 行 した著

書 『ロ ダ ン』 （fig.10）であ る8）。 ブ リヂ ス トン美 術

館 が所 蔵 す る書籍 に も 「19」 とい う番号 が付 され

て い る。書 籍 を確 認す る と、巻頭 の 記載 に詳細 が

記 されて い る。 その記 載 に よる と、初 版120部 に5

点 の オ リ ジナル版 画 集 「ロ ダ ンに捧 ぐ」 が付 随 し、

1か ら120ま で の番号 が 付 され た。 そ れ ぞれ の版 画

の摺 師 名 も記 載 され てい る ：

ヘ ン リー ・ム ア の5色 の リ トグ ラ フ は 、J・E・

ヴ ォ ル フ ェ ン ス ベ ル ガ ー （チ ュ ー リ ッ ヒ） に

よ り刷 られ た 。

O・ ザ ツ キ ン の9色 の リ トグ ラ フ は 、 ム ル ロ ー

工 房 （パ リ） に よ り刷 られ た 。

ベ ル ト ・ラ ル デ ラ の 彩 色 ア イ ア ン ・エ ン グ レ

ー ヴ ィ ン グ は
、 ラ ク リ エ ー ル ＝フ レ ロ ー 工 房

（パ リ ） に よ り手 刷 り され た 。

ア ン リ＝ジ ョ ル ジ ュ ・ア ダ ム の ラ イ ン ・エ ン

グ レー ヴ ィ ン グ は 、G・ ル ブ ラ ン芸 術 工 房 （パ

リ ） に よ り刷 ら れ た 。

ロ ベ ー ル ・ク ー チ ュ リエ の エ ッチ ン グ は 、 ジ

ャ ッ ク ・ダ ヴ ィ ッ ド （パ リ ） に よ り刷 ら れ た 。

　以上が5点の版画の詳細情報となる。「ロダン礼

讃」の方法は作家によって異なり、それぞれの個

性があらわれている。

　次にこの書籍が刊行された時代背景を検証した
い。

fig.8

オ ー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《青 銅 時 代 》

1904年 、 ブ ロ ン ズ 、 高 さ63.5cm、 石

橋 財 団 ブ リヂ ス トン美 術 館

fig.9

オー ギ ュ ス ト ・ロ ダ ン 《考 え る 人》1902年 頃 、

ブ ロ ン ズ 、 高 さ37.7cm、 石 橋 財 団 ブ リヂ ス ト

ン美 術 館

fig.10

イオ ネ ル ・ジ アヌ 、セ シル ・ゴ ー ル ドシデ ル 『ロ ダ ン』

1967年 （表 紙 ）
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2．1967年 の ロダ ン

　 1890年 代 に は国 際 的 に評価 が 高 ま ってい た ロ ダ

ンだが 、1905年 頃 か ら若 い芸 術 家 た ちが ロ ダ ンへ

の 断絶 を主 張 す る よ うに な っ た こ とは、「ロ ダ ン

を忘 れ る ？」展 （2009年 、 オル セー 美術 館 ）で 指

摘 され た 通 りで あ る9）。 没 後 の 評 価 に も浮 き沈 み

が あ った。カ トリー ヌ ・シ ュヴ ィ ヨに よれ ば、「1930

年 代 か ら1950年 代 にか け て は、 ロ ダ ンの 彫刻 作 品

ブー ム に 陰 りが さす 。 ア ン グロ＝サ ク ソ ン系 に よ

る大 きな 再 発 見 の 動 き が 起 き るの は、1950年 代

の こ と」 だ った10）。 ブ ロ ン クス生 まれ の実 業 家バ

ー ナ ー ド ・ジ ェ ラ ル ド ・カ ン タ ー （1916－1996）

は、1946年 に は じめ て ロ ダ ン作 品 を購 入 した の ち、

1950年 代 に パ リ ・ロダ ン美術 館 を頻 繁 に訪 れ る よ

うに な り、 美術 館 で つ くられ た鋳造 作 品 を入手 す

る よ う に なっ た11）。1960年 に は美 術 史家 ア ルバ ー

ト ・エ ル セ ン （1927－1995） の 著書 『地獄 の 門 』

が刊 行 され 、1962年 には 「知 られ ざる ロ ダ ン」 展

が ル ー ヴル 美術 館 で 開催 され 、1963年 にはエ ル セ

ン監 修 の大 回顧 展が ニ ュ ー ヨー ク近 代美 術館 で 開

催 され た。1966年 には ム ー ドンの ア トリエ兼 自宅

の公 開 もは じまっ た。 な お、 日本 で の ロ ダ ン愛好

を示 す かの ように 、1966年 に 「没 後50年 記 念 ロダ

ン展 」が 東京 、 京都 、福 岡の4会 場で 開催 され た12）。

　 先 に述 べ た とお り、美 術批 評 家 イオ ネル ・ジ ア

ヌ とロ ダ ン美術 館 館 長 セ シル ・ゴー ル ドシデ ル に

よ る著書 『ロダ ン』 が1967年 に刊 行 された 。 ゴー

ル ドシ デ ル は序 文 で 「1917年11月17日 の ロダ ン没

後50周 年 を記 念 して 、今年 は ロ ダンに 関す る書 籍

が 複 数刊 行 され る予 定で あ る」 と述 べ てい る。 ロ

ダ ン没 後50年 に合 わせ て刊 行 され た この書 籍 には 、

23名 の 美術 批 評 家 に よ る 「ロ ダ ン礼 讃」 の メ ッセ

ー ジ に続 き、 ジ アヌ に よる 「ロ ダンの奮 闘」「ロ ダ

ンの生 涯 と作 品」、「年 表」 「展 覧 会歴 」、 ゴー ル ド

シデ ルに よ る 「ロ ダ ンの 彫刻 総 目録 」 と作 品 図版

が掲 載 され た。

　 ロ ダ ン研 究者 の アルバ ー ト ・エ ル セ ンは、 この

書籍 の 書評 を美 術 雑誌 『バ ー リン トン ・マ ガジ ン』

1967年10月 号 に寄 せ た13）。 エ ル セ ンの 書評 は手 厳

しい。 パ リ ・ロ ダ ン美 術館 に保管 され て いる と考

え られ る膨 大 な アー カ イブ 資料 （ロ ダ ンの 未公 開

の素 描 や ス ケ ッチ ブ ック、手 紙 、 メモ 、図 書 、写

真 資 料 、作 品制 作 に関 す る資料 、新聞 ス クラ ップ）

を本 書 で は活 用 してい な い こ と を非 難 し、 ジ アヌ

の テ キス トの無 味乾 燥 さ と不 正確 さ を指 摘 す る。

その 上 で 、 ロ ダ ン美 術 館 の秘書 とアー カ イブ担 当

を長 年 勤 め て きた ゴー ル ドシデ ルが 、 ロ ダ ンの す

べ て の作 品 の完 全 な情 報 を提 供 しない こ とを批 判

す る。

　 エ ル セ ンの 書評 は 、 ゴー ル ドシデ ルへ の不 信 感

が 目に見 えるか た ちであ らわ れた結 果 とい え る14）。

とい うの も、エル セ ンは、す で に1960年 の 著作 『ロ

ダ ンの 《地獄 の 門》』 の序 文 で 、「ロ ダン美術 館 の

屋 根 裏の アー カ イブに は、 い まだ未刊 行 の ロダ ン

の私 的 な手紙 が い くつ もの箱 に入 って保 管 され て

い る。 フ ランス の法律 下 で は、芸 術 家 の死 後50年

間 は これ らの手 紙 を公 開 され る こ とは な い。 書 簡

で言 及 され た人 び とを守 る ため に設 け られ た公 開

禁 止期 間 が満 了 す るの は、1967年 で あ る」 と述 べ 、

この年 に未刊 行 資料が 公 開 され る こ とへ の期 待 を

伝 えて いだ15）。 それ だ け に残 念 な気持 ち も大 きか

ったの だろ う。

　 この書 評 に 対 す る著 者 ジア ヌ の 「反論 の 手 紙 」

が、 『バ ー リン トン ・マ ガジ ン』1968年7月 号 に掲

載 された16）。 ジ ア ヌは、 エ ル セ ンの 文 章 を 「書 評

で はな くて 復讐 」 と指摘 し、 自 らの受 け た批 判 へ

の反 論 を試 み る。 さ らに、 さま ざま な大 家 の 名前

を出 して、 自 らの書 籍 の意味 づ け をお こな う。ハ

ーバ ー ド ・リー ドは 「ロ ダ ンに 関す る美 しい 本で

あ る。 この本 を見 るの は喜 びで あ る し、読 ん で も

興 味 深 い」 と述 べ 、 レイモ ン ・コニ ア は 「資料 と

思 想 に富 ん だ仕事 で、今 後必 須 の書籍 」 と評 した

とい う。 だか らこそ 「エ ルセ ン教 授 が次 に ロ ダ ン

に関す る書 籍 を出す ときに は、我 々の研 究書 や と

りわ けそ の資 料 を参照 す る に違 い ない」 とジ アヌ

は言 う。 この ような皮 肉交 じ りの文 章 の詳細 を検

討 す る こ とは 避 ける が、 こ こで は以下 の発言 に注

目 した い。

エ ルセ ン教 授 は、 ロ ダ ン礼 讃 の章 に現代 彫刻

家 を招待 しな か った とい う点 で 、我 々を非 難

してい ます 。 この ように指 摘 され る とい う こ

とは ご存 じなか った の で しょ う。 ヘ ン リー ・

ム ア、O・ ザ ツ キ ン、ベ ル ト ・ラ ル デ ラ、 ア

ンリ＝ジ ョル ジュ ・ア ダム、そ して ロバ ー ト ・

クー チ ュ リエが 、我 々の招 待 に応 じて版 画 を

制作 す る こ とで 、偉 大 な先 人へ の 称 賛の 意 を、

自 らの芸 術 言語 で表 現 した とい うこ とを。 こ

れ ら5点 の オ リジ ナ ル版 画 は、 我 々の研 究 書

の豪華 版 に収録 され、新 し くて独 創 的 な方法

で ロ ダン礼 讃 を形 成 して い ます。 け れ ども、

ロ ダ ンにつ いて 何 で もご存 じの貴 殿 は、 そ の

こ とを見 出す労 を取 らなか ったのです 。

　 ジ ア ヌ は 同 じ出 版 社 か ら刊 行 さ れ て い た画 集

「偉 大 な彫 刻 家 シ リー ズ」 の執 筆 を行 って い た。

単著 と して 『ブラ ン クー シ』（1963年）、『ザ ツキ ン』
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（1964年 ）、 『ヘ ン リー ・ムア』（1968年）、 『ア ダム』

（1968年 ）、 『ラ ルデ ラ』（1968年）、 『クーチ ュ リエ 』

（1969年 ）、 『エ テ ィエ ンヌ ・ア ジュ』（1972年）、『ジ

ャ ン ・ア ル プ』） （1973年）、 『ア ン トワー ヌ ・ポ ン

セ』 （1975年）、共著 と して 『ブ ール デル』（1965年）、

『ロダ ン』 （1967年）、 『ジ リオ リ』 （1971年）、 『マル

タ ・パ ン』 （1974年）、 『ヴ ィ ッ トリオ ・タヴ ェルナ

リ』 （1974年） な どがあ げ られ る。 版 を重 ねて いる

もの も多 く、 人気 の あ るシ リー ズ だ った こ とが推

察で きる。 この なか に は、 ジ アヌか らの版 画制 作

に応 じた彫 刻 家5名 の 名前 も認 め られ 、 こ の書籍

が刊 行 された 時期 に彼 らが 「偉 大 な彫刻 家 」 と し

て認識 され てい た ことが わか る。

　 ジ アヌが 『ロ ダ ン』 で 用 いた構 成 は必 ず しも独

自の もので は な く、 シ リー ズ内 で く り返 し使 われ

て い た。そ の ため 、エ ルセ ンか ら痛 烈 な批 判 を受

け る こ とは 想定 外 だ った のか も しれ な い。 いず れ

にせ よ、 ジア ヌが5点 の オ リジ ナ ル版 画 を豪華 版

の特長 と認 識 して いた こ とは確 かで ある。

3.2017年 の ロ ダン

　 1967年 の 『バー リ ン トン ・マ ガジ ン』 誌 上 の議

論 は 、 フ ラ ンス とア メ リカの研 究 者 の対 立 、ベ テ

ラ ン と若 手研 究 者 の対 立 （両 者 は20歳 ほ どの歳が

離 れ て いる ） を示 して い る。 エ ルセ ンと同様 の こ

と を ルー ス ・バ トラ ー も指 摘 して い る17）。1950年

代 に ロ ダ ン研 究 をは じめ たバ トラー は、 フ ルブ ラ

イ トの奨 学 金 を得 てパ リに赴 い た ものの 、 ロ ダ ン

美術 館 の 所蔵 す る アー カ イ ヴをみ る こ とはで きな

かっ たの で あ る。 この ような状 況 が変 化 したの は

1970年 代 の こ と。1973年 に モニ ッ ク ・ロ ラ ンが ロ

ダ ン美 術 館 の主 任学 芸 員 に就 任す る と、 美術館 に

資料室 を組織 し、研 究者 に資料 の公 開 をは じめた 。

記 録魔 と して知 られ る ロダ ンの残 した資料 は膨 大

な もの だ ったが 、 その お かげ で 、バ トラー は決定

版 と もいえ る ロ ダ ンの評 伝 を執 筆す るこ とがで き

た。 そ の 後、 ロ ダ ン美術 館 は、 ロダ ンの書 簡や 素

描 や彫 刻の 目録 を積 極 的に刊 行す るよ うに なる18）。

ゴー ル ドシデ ル に よる ロ ダ ン彫 刻 の カ タロ グ ・レ

ゾネの 第 一巻 は1989年 に刊 行 され た もの の、彼 女

自身が1988年 に没 した こ と もあ り、 二巻 目以降 の

刊行は不明である
19）

。

　エ ルセ ンは ス タ ンフ ォー ド大学 で 教鞭 を執 るか

たわ ら、大 学 附属 の カ ン ター アー トセ ン ターの ロ

ダ ン彫 刻庭 園 の設 置 に も携 わ った。 さま ざ まな展

覧会 の 監修 もお こ なっ た。 た とえば1972年 に ワシ

ン トン、 ナ シ ョナル ・ギ ャラ リー と グ ッゲ ンハ イ

ム美 術館 で開 催 された「ロ ダ ンの素描 、本物 と偽物 」

展
20）

、 1981年 に は ワ シ ン ト ン、 ナ シ ョ ナ ル ・ギ ャ

ラ リーで 「ロ ダン再 発 見」 展
21）

が あ げ られる。

　 そ して2017年 、 ロ ダ ン美術 館 は 「キー フ ァー ／

ロ ダ ン」展 （バ ー ンズ財 団 に巡 回 ） を開 催す る と

同 時 に、 没 後100年 の 特 設 サ イ トを開 設 して さ ま

ざ ま な情報 を提 供 し22）、 ジ ャ ック ・ドワ イ ヨ ン監

督 の映 画 「ロ ダン カ ミーユ と永 遠 のア トリエ」 の

制 作協 力 も行 った。 グラ ン ・パ レでは、 ブ リュ ノ ・

ア ヴ ェイヤ ンに よる 映像 作 品 「デ ィヴ ィノ ・イ ン

フ ェル ノ― そ して ロ ダ ンは 《地獄 の 門》 を創 っ た」

も上映 され、 「没後100周 年 ロダ ン」展が 開催 され

た。 ロ ダ ンの作 品約200点 に加 え て、 ロ ダ ンか ら

影 響 を受 け た作 家 た ちの作 品 を展示 す る 、 この 大

規 模 な 回顧 展 で、 ロ ダンの 革新 性 を再 考 し、20世

紀美術に与えた影響を提示した
2 3）

。

　 本稿 で は、1967年 に発 表 され た 「ロ ダ ンに捧 ぐ」

と題 され た5点 の版 画 作 品 を手 が か りに す る こ と

で 、 この50年 間 で ロ ダ ンをめ ぐる状 況 が大 き く変

わっ た こと を確 認す るこ とがで きた。
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